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前澤工業

圧力センサ付バルブの開発へ圧力センサ付バルブの開発へ

リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
遠
隔
監
視
も
可
能
に

　

前
澤
工
業
は
、
ソ
フ
ト

シ
ー
ル
仕
切
弁
の
パ
ッ
キ
ン

箱
に
圧
力
測
定
機
能
を
付
加

し
た
「
圧
力
セ
ン
サ
付
バ
ル

ブ
」
の
開
発
を
進
め
て
い

る
。
マ
ン
ホ
ー
ル
ア
ン
テ
ナ

（
東
京
都
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
・

明
電
舎
・
日
之
出
水
道
機
器

の
共
同
開
発
品
）
と
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
管
内
圧
力

の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
遠
隔
監

視
も
可
能
と
な
る
。

　

圧
力
セ
ン
サ
付
バ
ル
ブ

は
、
本
体
に
は
、
水
道
用
ソ

フ
ト
シ
ー
ル
仕
切
弁
を
使

用
。
仕
切
弁
に
は
側
圧
口
付

パ
ッ
キ
ン
箱
（
材
質
は
Ｓ
Ｃ

Ｓ
１
３
）
を
搭
載
し
、
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
ホ
ー
ス
（
材
質
は

Ｓ
Ｕ
Ｓ
３
０
４
）、
ボ
ー
ル

弁
（
材
質
は
Ｃ
Ａ
Ｃ
３
０

６
）な
ど
で
圧
力
セ
ン
サ（
セ開発中の圧力センサ付バルブ

ン
サ
接
水
部
の
材
質
は
Ｓ
Ｕ

Ｓ
３
１
６
）
と
接
続
す
る
。

仕
切
弁
は
、
全
開
の
状
態
か

ら
５
％
程
度
閉
め
て
使
用

し
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ホ
ー
ス

を
通
じ
て
管
内
の
圧
力
を
セ

ン
サ
で
測
定
す
る
。
呼
び
径

75
㍉
～
３
０
０
㍉
。
使
用
圧

力
は
０
～
１
・
０
Ｍ
Ｐ
ａ
。

使
用
温
度
は
マ
イ
ナ
ス
10
度

～
プ
ラ
ス
70
度
（
凍
結
し
な

い
こ
と
）。

　

２
０
０
１
年
４
月
以
降
に

製
造
し
た
前
澤
工
業
製
の
ソ

フ
ト
シ
ー
ル
仕
切
弁
で
あ
れ

ば
、
断
水
せ
ず
に
圧
力
セ
ン

サ
付
バ
ル
ブ
に
改
造
す
る
こ

と
も
で
き
る
。

　

ま
た
、
圧
力
セ
ン
サ
で
測

定
し
た
デ
ー
タ
に
つ
い
て

は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ア
ン
テ
ナ

を
通
じ
て
、
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
ク
ラ
ウ
ド
に
ア

ク
セ
ス
し
て
、
い
つ
で
も
ど

こ
か
ら
で
も
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
異
常
の
発
生
は

ア
ラ
ー
ム
警
報
や
メ
ー
ル
で

通
知
す
る
の
で
事
務
所
で
も

現
場
で
も
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
マ
ン
ホ
ー
ル
ア
ン

テ
ナ
は
、
無
線
送
受
信
機
と

バ
ッ
テ
リ
ー
を
内
蔵
し
て
い

る
た
め
、
地
上
部
に
テ
レ

メ
ー
タ
盤
は
必
要
と
し
な

い
。
地
上
設
備
が
な
い
の
で

用
地
確
保
の
必
要
も
な
く
、

圧
力
セ
ン
サ
を
駆
動
す
る
た

め
の
電
源
工
事
も
必
要
と
し

な
い
。
た
だ
し
弁
筐
か
ら
、

φ
６
０
０
マ
ン
ホ
ー
ル
へ
の

交
換
が
必
要
と
な
る
。

　

さ
き
の
名
古
屋
水
道
展
で

は
参
考
展
示
も
行
っ
た
。
同

社
で
は
「
既
存
の
ソ
フ
ト

シ
ー
ル
仕
切
弁
を
断
水
せ
ず

に
圧
力
セ
ン
サ
付
バ
ル
ブ
へ

改
造
す
る
こ
と
も
で
き
る
た

め
、
地
域
住
民
へ
の
影
響
を

最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
日
之
出
水
道

機
器
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

測
定
し
た
圧
力
情
報
の
伝
達

方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
、
展

開
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

用
途
と
し
て
は
、
ブ
ロ
ッ

ク
配
水
の
入
口
圧
力
の
把
握

に
活
用
で
き
る
ほ
か
、
広
域

に
設
置
す
る
こ
と
で
管
網
解

析
の
精
度
を
向
上
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
ま
た
末
端
の
圧

力
を
計
測
し
、
ポ
ン
プ
能
力

の
決
定
や
四
季
を
通
じ
た
配

水
圧
力
の
計
画
に
も
利
用
で

き
る
。
地
上
部
に
テ
レ
メ
ー

タ
盤
が
設
置
で
き
ず
、
遠
隔

で
の
圧
力
監
視
が
困
難
な
箇

所
へ
の
利
用
も
期
待
さ
れ

る
。

多
脚
歩
行
式
管
内
調
査
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発

走
破
性
に
優
れ
作
業
効
率
化
に
貢
献

テ
ム
ザ
ッ
ク

下水道管内調査ロボットを手にする川久保社長
　

実
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
を

手
が
け
る
テ
ム
ザ
ッ
ク
（
京

都
市
、
川
久
保
勇
次
社
長
）

は
８
日
、
下
水
道
管
内
点
検

調
査
ロ
ボ
ッ
ト
の
プ
ロ
ト
タ

イ
プ
「
Ｓ
Ｐ
Ｄ
１
」
を
開
発

し
た
と
発
表
し
た
。

　

走
破
性
に
優
れ
た
８
本
の

脚
を
持
つ
多
脚
歩
行
式
を
採

用
し
た
の
が
大
き
な
特
長

で
、
堆
積
物
や
障
害
物
を
乗

り
越
え
て
安
定
的
に
点
検
調

査
が
行
え
る
。ま
た
、ロ
ボ
ッ

ト
１
台
に
機
能
を
集
約
す
る

の
で
は
な
く
、
役
割
の
異
な

る
複
数
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
同
時

に
運
用
す
る
方
式
を
採
る
こ

と
で
、
軽
量
化
を
実
現
し
、

作
業
性
を
向
上
さ
せ
た
。
基

本
的
に
は
３
６
０
度
カ
メ
ラ

付
き
ロ
ボ
ッ
ト
、
上
部
カ
メ

ラ
付
き
ロ
ボ
ッ
ト
、
ケ
ー
ブ

ル
運
搬
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
３
台

１
組
の
運
用
を
想
定
し
て
い

る
。

　

適
用
管
径
は
φ
２
０
０
～

３
０
０
で
、
異
な
る
管
径
で

も
１
回
で
点
検
調
査
で
き
る

よ
う
ロ
ボ
ッ
ト
の
脚
の
開
き

を
調
節
す
る
こ
と
で
安
定
し

た
走
行
を
可
能
に
し
て
い

る
。
１
回
あ
た
り
の
調
査
延

長
は
２
０
０
㍍
程
度
を
想
定

し
て
い
る
。
操
作
は
直
感
的

な
操
作
が
可
能
な
ゲ
ー
ム
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
に
よ
る
自
走
式

と
し
た
。

　

ス
ペ
ッ
ク
を
み
る
と
、
ロ

ボ
ッ
ト
１
台
の
重
量
は
約

３
・
５
㌔
と
軽
量
で
、
電
源

は
非
バ
ッ
テ
リ
ー
式
（
Ｄ
Ｃ

12
・
５
Ｖ
）、
通
信
は
有
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
と
な
っ
て

い
る
。
カ
メ
ラ
性
能
は
、
上

部
カ
メ
ラ
が
Ｒ
ａ
ｓ
ｐ
ｂ
ｅ

ｒ
ｒ
ｙ
Ｐ
ｉ
Ｃ
ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ａ 

Ｖ
２
（
画
角

：

水
平
62
・
２

度
×
垂
直
48
・
８
度
）、
３

６
０
度
カ
メ
ラ
が
Ｘ
Ｄ
Ｖ
３

６

０
（

画

角

：

２
２
０

度
）と
な
る
。

　

今
後
は
、

実
際
の
下
水

道
管
内
調
査

の
現
場
で
の

実
証
実
験
を

踏
ま
え
て
改

良
を
行
い
、

２
０
２
３
年

度
に
製
品
化

し
、
市
場
投

入

し

て

い

く
。
24
年
度

以
降
は
下
水

道
管
以
外
の
人
が
入
れ
な
い

よ
う
な
狭
小
な
空
間
の
調
査

用
と
し
て
も
展
開
し
て
い
き

た
い
と
し
て
い
る
。
販
売
価

格
は
ロ
ボ
ッ
ト
一
式
で
約
６

０
０
万
円
を
想
定
し
て
い
る

と
い
う
が
、
ニ
ー
ズ
に
よ
り

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
や

リ
ー
ス
な
ど
も
検
討
し
て
い

く
と
い
う
。
ロ
ボ
ッ
ト
の
ア

フ
タ
ー
ケ
ア
は
す
べ
て
国
内

３台１組での運用を想定

で
行
う
。

　

Ｓ
Ｐ
Ｄ
１
は
、
道
路
・
下

水
道
管
整
備
会
社
か
ら
の
依

頼
を
受
け
て
開
発
し
た
も

の
。
障
害
物
が
あ
っ
て
も
乗

り
越
え
る
こ
と
が
で
き
、
軽

く
細
い
管
径
で
も
調
査
で
き

る
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
が
求
め

ら
れ
た
と
い
う
。

　

川
久
保
社
長
は
「
現
場
作

業
中
の
怪
我
や
死
亡
事
故
を

少
し
で
も
減
ら
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ

り
き
つ
い
作
業
を
行
わ
な
く

て
も
い
い
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、同
社
の
髙髙
本
陽
一
・

代
表
取
締
役
議
長
は
「
本
当

に
必
要
な
作
業
だ
が
募
集
し

て
も
人
が
こ
な
い
よ
う
な
と

こ
ろ
こ
そ
ロ
ボ
ッ
ト
化
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
。
今
後
も
建
設
用
、
農

業
用
、
１
台
で
な
く
群
れ
を

な
し
て
動
く
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど

を
発
表
し
て
い
く
」
と
今
後

の
展
開
を
紹
介
し
た
。

浸
漬
膜「
Ｌ
―
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
」を
導
入

小
田
原
市
高
田
浄
水
場
再
整
備
で

水
ｉ
ｎ
ｇ

エ

ン

ジ

　

水
ｉ
ｎ
ｇ
グ
ル
ー
プ
の
水

ｉ
ｎ
ｇ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

が
代
表
企
業
と
な
っ
て
い
る

共
同
企
業
体
が
、
小
田
原
市

上
下
水
道
局
か
ら
受
注
し
た

「
高
田
浄
水
場
再
整
備
事
業
」

で
は
、
更
新
後
の
浄
水
処
理

方
式
に
膜
ろ
過
方
式
を
採
用

し
て
お
り
、
同
社
の
浸
漬

式
膜
ろ
過
設
備
で
あ
る「
Ｌ

―
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ（
エ
ル
キ
ュ
ー

高強度、長寿命、高濁度原水
対応、省エネなどの特長を持
つ「Ｌ―ＣＵＢＥ」

ブ
）」が
導
入
さ
れ
る
。

　

「
Ｌ
―
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
」
は
、

国
内
の
浸
漬
式
膜
ろ
過
設
備

で
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
で
あ
り
、

特
長
と
し
て
▽
高
強
度
な
素

材
と
Ｐ
Ｖ
Ｄ
Ｆ
（
ポ
リ
フ
ッ

化
ビ
ニ
リ
デ
ン
）
が
複
層
構

造
を
形
成
し
寿
命
が
大
幅
に

向
上
▽
浸
漬
型
す
だ
れ
式
膜

モ
ジ
ュ
ー
ル
の
採
用
に
よ
り

濁
度
変
動
に
対
し
て
も
安
定

し
た
水
処
理
が
可
能
。
１
０

０
０
度
を
超
え
る
短
期
間
の

高
濁
度
原
水
に
も
対
応
▽
ろ

過
に
必
要
な
圧
力
が
小
さ

く
、
水
位
差
を
駆
動
力
と
し

た
ろ
過
が
可
能
。低
コ
ス
ト
・

低
環
境
負
荷
を
実
現
▽
既
設

躯
体
を
再
利
用
す
る
こ
と
で

用
地
取
得
費
・
造
成
費
・
配

管
布
設
替
え
費
用
を
削
減
▽

99
％
以
上
の
高
回
収
率
に
よ

り
、
水
源
を
有
効
利
用
す
る

と
と
も
に
排
水
処
理
設
備
を

極
小
化
―
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

高
田
浄
水
場
再
整
備
事
業

は
、
設
計
・
施
工
・
運
転
維

持
管
理
を
一
括
で
発
注
す
る

Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
と
な
っ
て
お

り
、
同
浄
水
場
の
更
新
お
よ

び
同
浄
水
場
を
含
め
た
市
内

水
道
施
設
26
カ
所
の
運
転
維

持
管
理
を
行
う
。
設
計
建
設

期
間
は
２
０
３
０
年
３
月
31

日
ま
で
、
運
転
維
持
管
理
期

間
は
２
０
２
３
年
４
月
１
日

か
ら
２
０
４
８
年
３
月
31
日

ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
同
浄

水
場
の
施
設
能
力
は
、
将
来

の
水
需
要
な
ど
を
考
慮
し

て
、
現
在
の
８
万
立
方
㍍
／

日
か
ら
５
万
立
方
㍍
／
日
に

ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
す
る
。

ブ
ラ
イ
セ
ン
と
Ａ
Ｉ
領
域
で
協
業

プ
ラ
ン
ト
操
業
の
自
立
化
へ

日
鉄
エ
ン
ジ

　

日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

は
14
日
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
Ｉ

Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
会
社
の

ブ
ラ
イ
セ
ン
と
Ａ
Ｉ
領
域
で

協
業
を
開
始
し
た
と
発
表
し

た
。
各
種
プ
ラ
ン
ト
が
最
適

な
状
態
で
自
立
的
に
操
業
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
構
築
し

た
統
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム 

「
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ　

Ｐ
ｌ
ａ
ｔ

ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
」
の
サ
ー
ビ
ス
拡

充
に
向
け
、
開
発
か
ら
運
用

ま
で
包
括
的
に
協
業
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ

　

Ｐ
ｌ
ａ
ｔ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
の
操

業
デ
ー
タ
解
析
能
力
を
強
化

し
、
プ
ラ
ン
ト
操
業
の
さ
ら

な
る
自
立
化
を
目
指
す
。

　

協
業
の
主
要
項
目
は
▽
Ｔ

ｈ
ｉ
ｎ
ｋ　

Ｐ
ｌ
ａ
ｔ
ｆ
ｏ

ｒ
ｍ
の
共
同
構
築
（
マ
ル
チ

モ
ー
ダ
ル
対
応
）
▽
Ａ
Ｉ
品

質
向
上
（
デ
ー
タ
セ
ン
ト

リ
ッ
ク
Ａ
Ｉ
）
▽
Ａ
Ｉ
評
価

（
Ｘ
Ａ
Ｉ
）
▽
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
・
向
上
▽
ハ
ー
ド
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
設
計
の
最
適
化
▽

サ
ー
ビ
ス
の
展
開
拡
大
（
営

業
網
の
相
互
利
活
用
）
―
と

な
る
。

　

Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ　

Ｐ
ｌ
ａ
ｔ

ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
は
、
日
鉄
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
技
術
や
Ｏ
＆
Ｍ
技

術
、
プ
ロ
セ
ス
制
御
技
術
に

Ａ
Ｉ
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て

構
築
し
、
２
０
１
７
年
か
ら

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
を

中
心
に
同
社
グ
ル
ー
プ
企
業

が
維
持
管
理
す
る
プ
ラ
ン
ト

に
適
用
し
て
き
た
。
サ
ー
ビ

ス
拡
充
に
あ
た
っ
て
は
、
操

業
デ
ー
タ
の
利
活
用
や
維
持

管
理
が
鍵
と
な
り
、
Ａ
Ｉ
品

質
や
運
用
フ
ェ
ー
ズ
で
の

サ
ー
ビ
ス
維
持
の
向
上
な
ど

を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、同
社
の
プ
ラ
ン
ト
設
計
・

操
業
ノ
ウ
ハ
ウ
と
ブ
ラ
イ
セ

ン
の
デ
ー
タ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
技
術
を
融
合
さ
せ
、
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
を
図
る
こ
と
と

し
た
。
同
社
グ
ル
ー
プ
が
維

持
管
理
す
る
プ
ラ
ン
ト
だ
け

で
な
く
、
他
社
が
操
業
す
る

プ
ラ
ン
ト
に
も
サ
ー
ビ
ス
を

展
開
し
て
い
く
。

　

ブ
ラ
イ
セ
ン
は
、
Ａ
Ｉ
学

習
に
使
用
す
る
大
量
の
教
師

デ
ー
タ
を
作
成
す
る
ア
ノ

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
お
い
て

国
内
シ
ェ
ア
１
位
と
な
っ
て

い
る
。

　

給
水
シ
ス
テ
ム
協
会
は
15

日
、
前
澤
給
装
工
業
内
に
あ

る
事
務
局
の
移
動
に
伴
い

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
変
更
し
た

（
03
―
３
７
１
６
―
１
７
７

０
）。
住
所
・
電
話
番
号
の

変
更
は
無
い
。

事
務
局
の
Ｆ
Ａ

Ｘ
番
号
を
変
更

給
水
シ
ス
テ
ム
協
会

技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
解
説

技
術
研
鑽
へ
講
習
会
開
く

下
水
道
光
フ
ァ

イ

バ

ー

協

会

　

日
本
下
水
道
光
フ
ァ
イ

バ
ー
技
術
協
会
は
11
日
、
日

本
下
水
道
協
会
会
議
室
で
技

術
講
習
会
を
開
い
た
。
国
土

交
通
省
下
水
道
部
の
西
郷
進

也
・
下
水
道
企
画
課
課
長
補

佐
が
下
水
道
行
政
の
最
近
の

動
向
に
つ
い
て
講
演
し
た
ほ

か
、
同
協
会
講
師
が
下
水
道

光
フ
ァ
イ
バ
ー
技
術
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　

冒
頭
、
上
ノ
土
俊
・
同
協

会
顧
問
が
「
昨
今
、
災
害
が

多
く
発
生
し
て
お
り
、
施
設

の
強
靱
化
だ
け
で
な
く
、
情

報
の
強
靱
化
も
必
要
と
な
っ

て
い
る
。
下
水
道
光
フ
ァ
イ

バ
ー
は
災
害
に
強
く
信
頼
性

が
高
い
情
報
伝
達
手
段
と

な
っ
て
い
る
」
と
メ
リ
ッ
ト

を
紹
介
し
た
。

　

西
郷
課
長
補
佐
は
、
来
年

度
の
下
水
道
事
業
予
算
概
算

要
求
の
概
要
や
流
域
治
水
関

連
法
と
国
土
強
靱
化
、
グ

リ
ー
ン
・
デ
ジ
タ
ル
、
下
水

道
の
各
種
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
し
た
。
グ
リ
ー
ン
に

つ
い
て
は
、
地
球
温
暖
化
対

策
計
画
の
目
標
達
成
に
向
け

て
下
水
汚
泥
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
や
汚
泥
焼
却
の
高
度
化
、

省
エ
ネ
の
促
進
な
ど
の
具
体

的
な
取
り
組
み
を
紹
介
。
ま

た
、
肥
料
の
国
産
化
と
肥
料

価
格
の
抑
制
に
つ
な
げ
る
べ

く
、
農
林
水
産
省
と
連
携
し

て
現
在
約
１
割
の
利
用
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
下
水
汚
泥
の

肥
料
利
用
を
大
幅
に
拡
大
す

る
と
、
今
後
の
方
向
性
を
紹

介
し
た
。
さ
ら
に
、
下
水
道

の
持
続
性
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、
老
朽
化
対

策
、
広
域
化
・
共
同
化
、
Ｐ

Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
、
収
支
構
造

の
適
正
化
、
新
技
術
導
入
に

よ
る
下
水
道
事
業
の
効
率

化
、
下
水
道
分
野
の
国
際
展

開
な
ど
各
種
取
り
組
み
を
説

明
し
た
。

　

下
水
道
光
フ
ァ
イ
バ
ー
技

術
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

は
、「
ケ
ー
ブ
ル
設
計
編
」

「
ケ
ー
ブ
ル
施
工
編
」「
ケ
ー

ブ
ル
維
持
管
理
編
と
線
路
監

視
・
管
理
シ
ス
テ
ム
光
ケ
ー

ブ
ル
の
製
造
工
程
」
の
３
つ

の
テ
ー
マ
で
講
義
を
行
い
、

ポ
イ
ン
ト
や
留
意
点
な
ど
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

　

メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
大
阪

市
が
共
同
で
開
発
し
た
「
下

水
高
濃
度
返
流
水
の
省
エ
ネ

型
窒
素
除
去
装
置
」
が
さ
き

ご
ろ
、
日
本
産
業
機
械
工
業

会
の
第
48
回
優
秀
環
境
装
置

表
彰
で
「
経
済
産
業
省
産
業

技
術
環
境
局
長
賞
」
を
受
賞

し
た
。

　

同
装
置
は
、
脱
水
分
離
液

中
の
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素
を

除
去
す
る
装
置
で
、
現
在
、

大
阪
市
平
野
下
水
処
理
場
に

お
い
て
順
調
に
稼
働
し
て
い

る
。
ア
ナ
モ
ッ
ク
ス
細
菌
に

よ
る
窒
素
除
去
反
応
を
国
内

で
初
め
て
下
水
処
理
施
設
に

導
入
し
た
事
例
と
し
て
知
ら

れ
て
お
り
、
一
般
的
な
窒
素

除
去
法
で
あ
る
硝
化
脱
窒
法

と
比
べ
、
電
力
費
や
薬
品
費

を
削
減
し
、
効
率
よ
く
窒
素

を
除
去
で
き
る
。

　

２
０
１
８
年
度
（
第
11

回
）
循
環
の
み
ち
下
水
道
賞

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
部
門
を

受
賞
し
て
お
り
、
今
後
全
国

の
下
水
道
事
業
体
に
導
入
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

優
秀
環
境
装
置
表
彰
を
受
賞

脱
水
分
離
液
中
の
窒
素
除
去
装
置

メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー

大
阪
市
と
共
同
開
発技術講習会のようす

２０２２年（令和４年）１１月１７日（木曜日）


